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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス電力受信機であって、
　音発生デバイスのスピーカ及び電力捕獲回路に結合され、且つ、前記スピーカと前記電
力捕獲回路との間に配置される少なくとも１つのワイヤであって、前記音発生デバイスが
、音声データを供給する電子デバイスに結合されるように構成され、
　前記音声データが前記電力捕獲回路の少なくとも一部を通過し、且つ、前記少なくとも
１つのワイヤによって前記スピーカに伝達される音声信号を前記音声データに基づいて生
成する回路を通過するように、前記音声データを伝達するように構成され、且つ、
　前記音声信号を前記スピーカに伝達している間に、ワイヤレス電力送信機によって前記
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音発生デバイスにワイヤレスで伝送された電力波を受信するように構成された前記少なく
とも１つのワイヤと、
　（ｉ）前記少なくとも１つのワイヤ及び（ｉｉ）前記音発生デバイスの電源と結合され
た前記電力捕獲回路であって、
　前記電力波を絶縁するように構成され、
　前記少なくとも１つのワイヤによって受信され、且つ、前記電力捕獲回路によって絶縁
された前記電力波を使用可能なエネルギーに変換するように構成され、且つ、
　前記使用可能なエネルギーを前記音発生デバイスの前記電源に供給するように構成され
た前記電力捕獲回路と、
を備えるワイヤレス電力受信機。
【請求項２】
　前記電力捕獲回路が、前記少なくとも１つのワイヤによって受信された前記電力波を前
記伝達された音声信号から絶縁するようにもまた構成された、請求項１に記載のワイヤレ
ス電力受信機。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのワイヤが、前記音発生デバイスの外部ワイヤである、請求項１に
記載のワイヤレス電力受信機。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのワイヤが、電力波を受信するように適合された導電性シールドを
含み、前記電力捕獲回路が、前記導電性シールドを介して前記電力波を受信するように構
成された、請求項１に記載のワイヤレス電力受信機。
【請求項５】
　前記音発生デバイスが補聴器である、請求項１に記載のワイヤレス電力受信機。
【請求項６】
　前記音発生デバイスが、ヘッドホン端子を介して前記電子デバイスに結合されている、
請求項１に記載のワイヤレス電力受信機。
【請求項７】
　前記電子デバイスが、
　移動電話と、
　タブレット型コンピュータと、
　ラップトップコンピュータと、
　ハンドヘルド電子デバイスと、
　携帯用電子デバイスと、
からなる群から選択される、請求項６に記載のワイヤレス電力受信機。
【請求項８】
　前記電力捕獲回路が、２つ以上のタイプの電力波からのエネルギーを変換するように構
成された、請求項１に記載のワイヤレス電力受信機。
【請求項９】
　前記電力捕獲回路が、整流器と、電力変換装置とを含む、請求項１に記載のワイヤレス
電力受信機。
【請求項１０】
　前記電力捕獲回路が、統合型ワイヤレス電力受信回路の構成要素である、請求項１に記
載のワイヤレス電力受信機。
【請求項１１】
　前記統合型ワイヤレス電力受信回路が、前記統合型ワイヤレス電力受信回路による電力
変換を管理するように構成されたコントローラを含む、請求項１０に記載のワイヤレス電
力受信機。
【請求項１２】
　前記統合型ワイヤレス電力受信回路が、前記少なくとも１つのワイヤの周波数に整合す
るように適合された整合回路を含む、請求項１０に記載のワイヤレス電力受信機。
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【請求項１３】
　前記統合型ワイヤレス電力受信回路が、前記電力波を前記少なくとも１つのワイヤに沿
って移動する他の電気信号から絶縁するように構成された、請求項１０に記載のワイヤレ
ス電力受信機。
【請求項１４】
　ワイヤレスで送達される電力を受信するように構成された音発生デバイスであって、
　スピーカと、
　電力捕獲回路と、
　前記スピーカ及び前記電力捕獲回路に結合され、且つ、前記スピーカと前記電力捕獲回
路との間に配置される少なくとも１つのワイヤであって、前記音発生デバイスが、音声デ
ータを供給する電子デバイスに結合されるように構成され、
　前記音声データが前記電力捕獲回路の少なくとも一部を通過し、且つ、前記少なくとも
１つのワイヤによって前記スピーカに伝達される音声信号を前記音声データに基づいて生
成する回路を通過するように、前記音声データを伝達するように構成され、且つ、
　前記音声信号を前記スピーカに伝達している間に、ワイヤレス電力送信機によって前記
音発生デバイスにワイヤレスで伝送された電力波を受信するアンテナとして動作するよう
に構成された前記少なくとも１つのワイヤと、
　前記電力捕獲回路に結合され、且つ、前記音発生デバイスに電力を供給するように構成
された電源と、
を備えるとともに、前記電力捕獲回路が、
　前記電力波を絶縁するように構成され、
　前記少なくとも１つのワイヤによって受信され、且つ、前記電力捕獲回路によって絶縁
された前記電力波を使用可能な電気に変換するように構成され、且つ、
　前記使用可能な電気を前記電源に供給するように構成された、音発生デバイス。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのワイヤが、前記音発生デバイスをユーザの耳に固定するようにさ
らに構成された、請求項１４に記載の音発生デバイス。
【請求項１６】
　前記電力捕獲回路が、２つ以上のタイプの電力波からのエネルギーを変換するように構
成された、請求項１４に記載の音発生デバイス。
【請求項１７】
　前記電力捕獲回路が、整流器と、電力変換装置とを含む、請求項１４に記載の音発生デ
バイス。
【請求項１８】
　前記電力波が、前記音発生デバイスの近傍で建設的に干渉するように伝送される無線周
波数信号である、請求項１４に記載の音発生デバイス。
【請求項１９】
　前記電力波が、９１５メガヘルツ（ＭＨｚ）、２．４ギガヘルツ（ＧＨｚ）、又は５．
８ＧＨｚの周波数を有する、請求項１４に記載の音発生デバイス。
【請求項２０】
　前記電力波が、遠距離場電力送信機又は近距離場電力送信機から受信される、請求項１
４に記載の音発生デバイス。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのワイヤが、モノポールアンテナとして動作する、請求項１４に記
載の音発生デバイス。
【請求項２２】
　（ｉ）スピーカと、（ｉｉ）電力捕獲回路と、（ｉｉｉ）前記スピーカ及び前記電力捕
獲回路に結合され、且つ、前記スピーカと前記電力捕獲回路との間に配置される少なくと
も１つのワイヤと、（ｉｖ）前記電力捕獲回路に結合された電源とを含む音発生デバイス
であって、音声データを供給する電子デバイスに結合されるように構成された前記音発生
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デバイスを備える、ワイヤレス電力を捕獲する方法であって、
　前記音声データが前記電力捕獲回路の少なくとも一部を通過し、且つ、音声信号を生成
する回路を通過するように、前記少なくとも１つのワイヤによって、前記音声データを前
記スピーカに伝達することと、
　前記音声信号を前記スピーカに伝達している間に、前記少なくとも１つのワイヤによっ
て、ワイヤレス電力送信機によって前記音発生デバイスにワイヤレスで伝送された電力波
を受信することと、
　前記電力捕獲回路によって、前記電力波を絶縁することと、
　前記少なくとも１つのワイヤによって受信され、且つ、前記電力捕獲回路によって絶縁
された前記電力波を、前記電力捕獲回路によって、使用可能な電気に変換することと、
　前記音発生デバイスに電力を供給するように構成された前記電源に対して、前記電力捕
獲回路によって、前記使用可能な電気を供給することと、
を含む方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのワイヤが、前記音発生デバイスをユーザの耳に固定する、請求項
２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記電力捕獲回路が、２つ以上のタイプの電力波からのエネルギーを変換する、請求項
２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記電力波が、前記音発生デバイスの近傍で建設的に干渉するように伝送される無線周
波数信号である、請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　前記電力波が、遠距離場電力送信機又は近距離場電力送信機から受信される、請求項２
２に記載の方法。
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